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入力電流と出力電圧の 2 つを制御する PFC 昇圧コンバータに直接適用すると設計が困難である。 
本研究では、電流導通モードの PFC 昇圧コンバータを制御対象とし、力率を改善し、高調波を
十分低減しながら、負荷の変動に対して出力電圧の変動を十分小さくするロバストな近似的２自
由度ディジタル積分形制御器の設計法を提案する。本設計法は、電流制御ループと電圧制御ルー
プの 2 重ループを持ち、パラメータの設計条件から、内側の電流制御ループを一次モデルに近似
することで、ロバスト性を保ちながら電圧制御ループの設計を簡易にする。 
提案された制御器は、MATLAB によるシミュレーションによってその特性を確認しながら、
パラメータを決定する。設計されたディジタル制御器はマイコン(SH7216)に実装された後、PFC
昇圧型コンバータに結合され、ディジタル制御器搭載 PFC 昇圧コンバータシステムを実現する。
実験によって、新しく設計・製作した PFC 昇圧コンバータシステムが、シミュレーションとほぼ
同様の動作し、力率と高調波特性を改善しながら、各動作点において、負荷急変による出力電圧
変動を小さく抑えることが可能なことを示している。以上から、提案した力率改善近似的２自由
度ディジタル積分形制御器とその設計法は有効であり、実用的であることを確認している。 
 
